
JP 7044779 B2 2022.3.30

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7044779号

(P7044779)
(24)登録日　令和4年3月22日(2022.3.22)(45)発行日　令和4年3月30日(2022.3.30)

(54)【発明の名称】　引出し

(51)国際特許分類
　   Ａ４７Ｂ 88/90 (2017.01)
　   Ａ４７Ｂ 88/919 (2017.01)
　   Ｆ１６Ｂ 5/07 (2006.01)
　   Ｆ１６Ｂ 12/12 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ４７Ｂ 88/90 　　　　 　　　
　Ａ４７Ｂ 88/919 　　　　 　　　
　Ｆ１６Ｂ 5/07 　　　Ｃ 　　　
　Ｆ１６Ｂ 12/12 　　　Ｃ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-528116(P2019-528116)
(86)(22)出願日　 平成29年11月17日(2017.11.17)
(65)公表番号　 特表2020-513261(P2020-513261 

A)
(43)公表日　 令和2年5月14日(2020.5.14)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2017/079642
(87)国際公開番号　 WO2018/095820
(87)国際公開日　 平成30年5月31日(2018.5.31)

審査請求日　 令和2年10月22日(2020.10.22)
(31)優先権主張番号　102016122824.9      
(32)優先日　 平成28年11月25日(2016.11.25)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

ドイツ(DE)
(31)優先権主張番号　102017121597.2      
(32)優先日　 平成29年9月18日(2017.9.18)

最終頁に続く

(73)特許権者　 504467554
ポール  ヘティッヒ  ゲーエムベーハー  
ウント  ツェーオー．  カーゲー
ドイツ，  ３２２７８  キルヒレンゲルン  
ファーレンカンプシュトゥラーセ  １２ 
－１６

(74)代理人　 110000556
特許業務法人  有古特許事務所

(72)発明者　 シュタウフェンベルク，  ゲリット
ドイツ連邦共和国  ４９０８４  オスナブ 
リュック  メラー  シュトラッセ  １２３

(72)発明者　 ボイムラー，  ゼレン
ドイツ連邦共和国  ３２２５７  ビュンデ  
スートリング  ３２

(72)発明者　 メルティンス，  シュテファン
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
２ つ の サ イ ド フ レ ー ム ( １ ０ ) 、 底 部 ( ２ ) 、 後 壁 ( ３ ) 及 び 前 面 パ ネ ル を 有 し 、 少 な く と も １ つ  
の サ イ ド フ レ ー ム ( １ ０ ) は 、 内 側 コ ア ( ２ ０ ) に よ っ て 支 持 さ れ た 薄 壁 の ケ ー シ ン グ ( １ １ 、  
１ ２ ) を 有 す る 引 出 し ( １ ) に お い て 、
内 側 コ ア ( ２ ０ ) は 少 な く と も ２ つ の 成 形 部 品 ( ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ 、 ９ ０ 、 ９ １ 、 ９ ２ 、 １ ２  
０ 、 ２ ０ ２ 、 ２ ２ ０ 、 ２ ３ ０ ) を 有 し 、 該 成 形 部 品 は 形 状 嵌 合 す る 方 法 で 一 緒 に 保 持 さ れ て
お り 、
少 な く と も １ つ の 成 形 部 品 ( １ ２ ０ ) 上 に 、 引 出 し の 底 部 を 受 け 入 れ る 溝 ( １ ２ １ ) が 形 成 さ  
れ た 、 引 出 し 。
【 請 求 項 ２ 】
内 側 コ ア ( ２ ０ ) は 少 な く と も ３ つ の 成 形 部 品 を 有 し 、 そ れ ら は 形 状 嵌 合 す る よ う に 一 緒 に  
保 持 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 ３ 】
成 形 部 品 ( ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ 、 ２ ０ ２ 、 ２ ２ ０ 、 ２ ３ ０ ) は 、 ケ ー シ ン グ ( １ １ 、 １ ２ ) の 全  
長 に わ た っ て 延 び る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ の 成 形 部 品 ( ２ １ ) に は 、 前 面 パ ネ ル を 固 定 す る た め の 締 結 手 段 ( ２ ３ ) が 設 け ら れ て い  
る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 ５ 】

請求項の数　20　（全22頁）
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締 結 手 段 ( ２ ３ ) は １ 以 上 の 突 出 ピ ン を 有 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 ６ 】
第 ２ の 成 形 部 品 ( ３ ０ ) は 、 後 壁 用 の 締 結 手 段 ( ３ １ ) を 備 え る 、 請 求 項 ２ 又 は ４ 又 は ５ に 記  
載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 ７ 】
成 形 部 品 ( ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ ) は 射 出 成 形 部 品 と し て 生 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の 何 れ か  
に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 ８ 】
成 形 部 品 ( ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ ) は 、 さ ね 継 ぎ 結 合 ( ２ ６ 、 ２ ７ ) に よ っ て 互 い に 押 し 込 ま れ る  
、 請 求 項 １ 乃 至 ７ の 何 れ か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 ９ 】
ケ ー シ ン グ ( １ １ 、 １ ２ ) は 、 成 形 部 品 ( ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ ) が 接 着 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ８  
の 何 れ か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ ０ 】
成 形 部 品 ( ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ ) は 板 状 に 形 成 さ れ て 、 底 部 ( ２ ) の 支 持 と し て 側 方 に 突 出 す る  
ウ ェ ブ ( ２ ２ 、 ２ ５ ) を 有 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 ９ の 何 れ か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ １ 】
ケ ー シ ン グ ( １ １ 、 １ ２ ) は １ 以 上 の 金 属 シ ー ト か ら 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の 何 れ  
か に 記 載 の 引 出 し
【 請 求 項 １ ２ 】
金 属 シ ー ト は 、 ０ . ８ ｍ ｍ 未 満 の 厚 み を 有 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ ３ 】
金 属 又 は プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 寸 法 的 に 安 定 し た 材 料 で 作 ら れ た 補 強 要 素 ( ４ ０ 、 ４ １ ) が 、  
成 形 部 品 ( ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ ) 内 又 は 成 形 部 品 ( ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ ) 上 に 設 け ら れ て い る 、 請  
求 項 １ 乃 至 １ ２ の 何 れ か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ ４ 】
サ イ ド フ レ ー ム ( １ ０ ) は １ ０ ｍ ｍ 未 満 の 厚 さ を 有 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ３ の 何 れ か に 記 載  
の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ ５ 】
ケ ー シ ン グ ( １ １ 、 １ ２ ) は 、 木 製 の 装 飾 要 素 を 少 な く と も 部 分 的 に 備 え る 、 請 求 項 １ 乃 至  
１ ４ の 何 れ か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ ６ 】
内 側 コ ア は 、 サ イ ド フ レ ー ム の 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 異 な る 高 さ を 有 す る 少 な く  
と も ２ つ の 成 形 部 品 ( ９ ０ 、 ９ １ ) を 有 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の 何 れ か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ ７ 】
光 ガ イ ド 又 は 照 光 手 段 ( １ ０ ５ ) が サ イ ド フ レ ー ム の 成 形 部 品 上 又 は 成 形 部 品 内 に 配 備 さ れ  
て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ６ の 何 れ か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ ８ 】
底 部 を 固 定 す る 金 属 材 料 の 爪 ( １ ３ ３ ) を 備 え た 受 け 部 が 溝 内 に 配 備 さ れ た 、 請 求 項 １ に 記  
載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 面 パ ネ ル 又 は 後 壁 ( ３ ) に 隣 接 し た 端 部 に 配 置 さ れ た 成 形 部 品 ( ２ ０ ２ 、 ２ ２ ０ 、 ２ ３ ０ )  
は 、 前 面 パ ネ ル 又 は 後 壁 ( ３ ) を 端 部 に て 成 形 部 品 ( ２ ０ ２ 、 ２ ２ ０ 、 ２ ３ ０ ) に 固 定 す る 締  
結 要 素 ( ２ ０ ３ 、 ２ ２ １ 、 ２ ２ １ ’ ) が 挿 入 さ れ る 受 け 部 を 有 す る 、 請 求 項 １ 乃 至 １ ８ の 何 れ  
か に 記 載 の 引 出 し 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
締 結 要 素 ( ２ ０ ３ 、 ２ ２ １ 、 ２ ２ １ ’ ) は 、 調 整 機 構 ( ２ ０ ６ 、 ２ １ ０ 、 ２ ２ １ ) を 介 し て 成 形  
部 品 ( ２ ０ ２ 、 ２ ２ ０ 、 ２ ３ ０ ) に 対 し て 変 位 可 能 又 は 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 、 請 求 項
１ ９ に 記 載 の 引 出 し 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ２ つ の サ イ ド フ レ ー ム 、 底 部 、 後 壁 及 び 前 面 パ ネ ル を 有 す る 引 出 し に 関 し 、 少  
な く と も １ つ の サ イ ド フ レ ー ム は 、 内 側 コ ア に よ っ て 支 持 さ れ た 薄 壁 の ケ ー シ ン グ を 有 す  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
ド イ ツ 公 開 公 報 1 0 2 0 1 4 0 0 0 8 2 2 号 は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 押 出 成 形 さ れ て 外 形 ( p r o f i l e )  
ス ト ラ ン ド に 切 断 さ れ 、 次 い で フ ィ ル ム で 覆 わ れ る 引 出 し フ レ ー ム の 製 造 方 法 を 開 示 し て  
い る 。 外 側 フ ィ ル ム を 補 強 す べ く 、 押 出 成 形 が 用 い ら れ る が 、 こ の よ う に し て 製 造 さ れ た  
サ イ ド フ レ ー ム を 引 出 し の 前 面 パ ネ ル 又 は 後 壁 に 固 定 す る こ と は 困 難 で あ る 。 更 に 、 押 出  
成 形 の 形 状 は 同 じ 断 面 で し か 製 造 で き な い た め 、 デ ザ イ ン の 機 能 が 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 製 造 し 易 く 、 サ イ ド フ レ ー ム の 柔 軟 な 構 成 を 可 能 に す る 引 出 し を  
生 成 す る こ と で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 備 え た 引 出 し に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 に 従 っ た 引 出 し に お い て 、 少 な く と も 1 つ の サ イ ド フ レ ー ム 、 好 ま し く は 両 方 の サ  
イ ド フ レ ー ム が 内 側 コ ア に よ っ て 支 持 さ れ る 薄 壁 の ケ ー シ ン グ を 有 し 、 内 側 コ ア は 少 な く  
と も ２ つ の 成 形 部 品 を 有 し 、 そ れ ら は 形 状 嵌 合 式 に 一 緒 に 保 持 さ れ て い る 。 少 な く と も ２  
つ の 成 形 部 品 の 使 用 は 、 押 出 し プ ロ セ ス に お け る よ り も コ ア の 成 形 に お い て よ り 大 き い 柔  
軟 性 を 可 能 に し 、 そ れ 故 、 前 面 パ ネ ル 及 び / 又 は 後 壁 の 接 続 を 容 易 に す る 。 サ イ ド フ レ ー ム  
の 安 定 し た 構 造 は 、 少 な く と も ２ つ の 成 形 部 品 の 形 状 嵌 合 配 置 に よ っ て 保 証 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
好 ま し く は 、 内 側 コ ア は 少 な く と も ３ つ の 成 形 部 品 を 有 し 、 そ れ ら は 形 状 嵌 合 式 に 一 緒 に  
保 持 さ れ て い る 。 こ の 場 合 に て 、 構 成 が 同 じ で は な い 少 な く と も ３ つ の 異 な る 成 形 部 品 が  
付 与 さ れ る 。
成 形 部 品 は 、 ケ ー シ ン グ が 十 分 に 支 持 さ れ る よ う に ケ ー シ ン グ の 全 長 に わ た っ て 延 び る こ  
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の 成 形 部 品 に は 、 前 面 パ ネ ル を 固 定 す る た め の 締 結 手 段  
が 設 け ら れ て い る 。 例 え ば 前 面 パ ネ ル は 、 ピ ン が 挿 入 さ れ る 開 口 部 を 有 す る こ と が で き る  
。 ね じ 接 続 の よ う な 前 面 パ ネ ル 用 の 他 の 締 結 手 段 も 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ２ の 成 形 部 品 は 、 後 壁 用 の 締 結 手 段 を 有 す る の が 好 ま し い 。 第 ２ の 成 形 部 品 は 、 例 え ば  
角 張 っ た 形 状 で あ り 、 後 壁 用 に ウ ェ ブ と の 接 触 面 を 形 成 す る 。 次 に 、 第 １ の 成 形 部 品 と 第  
２ の 成 形 部 品 と の 間 に １ つ 以 上 の 第 ３ の 成 形 部 品 を 設 け て 、 第 １ の 成 形 部 品 を 第 ２ の 成 形  
部 品 に 接 続 す る 。 成 形 部 品 の 数 は 、 引 出 し の 長 さ に 応 じ て 、 自 由 に 選 択 さ れ 得 る 。 成 形 部  
品 は 射 出 成 形 さ れ た 成 形 部 品 と し て 費 用 効 果 的 に 製 造 す る こ と が で き 、 そ れ は 例 え ば さ ね  
継 ぎ 接 続 を 介 し て 互 い に 差 し 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ケ ー シ ン グ の 安 定 し た 固 定 の た め に 、 ケ － シ ン グ は 成 形 部 品 に 接 着 さ れ る 。 成 形 部 品 は 大  
凡 板 状 で あ り 、 底 部 の 支 持 体 と し て 側 方 に 突 出 す る ウ ェ ブ を 有 す る 。 ケ ー シ ン グ は 閉 鎖 さ  
れ る 必 要 は な い が 、 縁 部 で ケ ー シ ン グ に 係 合 す る 底 部 の た め の 開 口 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ケ ー シ ン グ は 、 １ 枚 以 上 の 金 属 シ ー ト か ら な る の が 好 ま し い 。 コ ア に よ る 支 持 の た め に 、  
金 属 シ ー ト の 厚 さ は ０ . ８ ｍ ｍ 未 満 、 特 に ０ . ５ ｍ ｍ 未 満 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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成 形 部 品 は 好 ま し く は プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ り 、 成 形 部 品 に 又 は 成 形 部 品 内 に 固 定 さ れ た 寸  
法 安 定 性 材 料 、 特 に 金 属 又 は プ ラ ス チ ッ ク を 補 強 の た め に 設 け て い る 。 フ ィ リ グ リ ー 構 造  
の 場 合 、 サ イ ド フ レ ー ム 全 体 の 厚 さ は １ ０ ｍ ｍ 未 満 、 特 に ８ ｍ ｍ 未 満 で あ り 得 る 。 選 択 肢  
と し て 、 ケ ー シ ン グ は 、 視 覚 的 に 魅 力 的 で あ る た め に 、 木 材 の よ う な 他 の 材 料 で 作 ら れ た  
個 々 の 要 素 を 含 む こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ケ ー シ ン グ は 、 特 に 曲 げ ら れ た 金 属 板 を 接 着 す る こ と に よ っ て の み 、 溶 接 す る こ と な く 設  
置 す る こ と が で き る 。 ケ ー シ ン グ を コ ア で 満 た す こ と に よ っ て 、 サ イ ド フ レ ー ム は 、 中 空  
の 外 形 よ り も 小 さ い 健 全 な 本 体 を 形 成 し 、 そ の 結 果 、 引 き 出 し が 動 か さ れ る と き の 騒 音 も  
ま た 減 衰 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
内 側 コ ア が 、 サ イ ド フ レ ー ム の 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 に 整 列 し て 異 な る 高 さ の 成 形 部 品 で  
形 成 さ れ て い る 場 合 、 サ イ ド フ レ ー ム の 機 能 性 は 好 ま し い 実 施 形 態 に 従 っ て 改 善 さ れ 得 る  
。 内 側 コ ア 内 の 成 形 部 品 の 異 な る 高 さ か ら 生 じ る 自 由 空 間 は 、 例 え ば 、 着 色 、 透 明 も し く  
は 半 透 明 の ガ ラ ス 、 木 材 も し く は 天 然 の 石 の よ う な ガ ラ ス 又 は 他 の 視 覚 的 に 魅 力 的 な 材 料  
か ら な る 少 な く と も １ つ の 壁 要 素 に よ っ て 満 た さ れ 得 る 。 選 択 肢 と し て 、 サ イ ド フ レ ー ム  
の 成 形 部 品 の 上 又 は 中 に 、 光 ガ イ ド 又 は 照 明 手 段 、 好 ま し く は Ｌ Ｅ Ｄ を 設 け る こ と も 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 な る 実 施 形 態 に お い て 、 少 な く と も １ つ の 成 形 部 品 は 引 出 し の 底 部 を 受 け 入 れ る 溝 を 有  
す る 。 底 部 の 安 定 し た 固 定 の た め に 、 底 部 を 固 定 す る た め の 金 属 材 料 製 の 爪 を 有 す る ホ ル  
ダ を 溝 に 設 け る こ と が で き る 。 底 部 を 溝 に 押 し 込 む こ と に よ っ て 底 部 を 非 積 極 的 に 固 定 す  
る こ と が で き 、 こ こ で 爪 は 底 部 の 下 側 で 底 部 に 爪 自 体 を 食 い 込 ま せ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
更 な る 実 施 形 態 に お い て 、 前 面 パ ネ ル 又 は 後 壁 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 端 部 に 配 置 さ れ た 成  
形 部 品 は 、 前 面 パ ネ ル 又 は 後 壁 を 固 定 す る た め の 締 結 要 素 が 挿 入 さ れ る 受 け 部 を 備 え る 。  
締 結 要 素 は 調 整 機 構 を 介 し て 成 形 部 品 に 対 し て ス ラ イ ド 可 能 又 は 旋 回 可 能 に 取 り 付 け ら れ  
て 、 締 結 要 素 を 調 整 す る こ と に よ っ て 前 面 パ ネ ル 又 は 後 壁 を 整 列 さ せ る こ と が で き る 。 調  
整 機 構 は 、 高 さ 又 は 横 方 向 の 調 整 だ け で な く 、 深 さ 調 整 又 は 傾 斜 調 整 に も 使 用 す る こ と が  
で き る 。 締 結 要 素 の 挿 入 は 設 置 状 況 に 依 存 し 得 る の で 、 締 結 要 素 の 用 途 に 応 じ て 全 く 同 一  
の 成 形 部 品 で 異 な る 機 能 性 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 幾 つ か の 実 施 形 態 を 用 い て 、 以 下 に よ り 詳 細 に 説 明 さ れ  
る 。
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 っ た 引 出 し の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の サ イ ド フ レ ー ム の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ２ の サ イ ド フ レ ー ム の 前 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ２ の サ イ ド フ レ ー ム の 前 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の サ イ ド フ レ ー ム の コ ア を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 従 っ た サ イ ド フ レ ー ム の 第 ２ の 実 施 形 態 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の サ イ ド フ レ ー ム の コ ア を 示 す 。
【 図 ７ Ａ 】 本 発 明 に 従 っ て 、 異 な る ケ ー シ ン グ を 備 え た サ イ ド フ レ ー ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 本 発 明 に 従 っ て 、 異 な る ケ ー シ ン グ を 備 え た サ イ ド フ レ ー ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｃ 】 本 発 明 に 従 っ て 、 異 な る ケ ー シ ン グ を 備 え た サ イ ド フ レ ー ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｄ 】 本 発 明 に 従 っ て 、 異 な る ケ ー シ ン グ を 備 え た サ イ ド フ レ ー ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｅ 】 本 発 明 に 従 っ て 、 異 な る ケ ー シ ン グ を 備 え た サ イ ド フ レ ー ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｆ 】 本 発 明 に 従 っ て 、 異 な る ケ ー シ ン グ を 備 え た サ イ ド フ レ ー ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 サ イ ド フ レ ー ム の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 サ イ ド フ レ ー ム の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ８ Ｃ 】 サ イ ド フ レ ー ム の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 組 立 て 時 の 図 ８ の サ イ ド フ レ ー ム の 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 組 立 て 時 の 図 ８ の サ イ ド フ レ ー ム の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 修 正 さ れ た サ イ ド フ レ ー ム の 他 の 実 施 形 態 の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 修 正 さ れ た サ イ ド フ レ ー ム の 他 の 実 施 形 態 の 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ａ 】 修 正 さ れ た サ イ ド フ レ ー ム の 図 で あ る 。
【 図 １ １ Ｂ 】 修 正 さ れ た サ イ ド フ レ ー ム の 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ａ 】 図 １ １ B の サ イ ド フ レ ー ム の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 １ ２ Ｂ 】 図 １ １ B の サ イ ド フ レ ー ム の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 １ ３ Ａ 】 サ イ ド フ レ ー ム の 修 正 さ れ た 形 状 部 分 の 図 で あ る 。
【 図 １ ３ Ｂ 】 サ イ ド フ レ ー ム の 修 正 さ れ た 形 状 部 分 の 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に 従 っ た 、 引 出 し の 修 正 さ れ た サ イ ド フ レ ー ム の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の サ イ ド フ レ ー ム の 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ の サ イ ド フ レ ー ム の 分 解 斜 視 図 で あ り 、 ケ ー シ ン グ が 無 い 。
【 図 １ ７ 】 前 面 パ ネ ル に 隣 接 し た 形 状 部 分 の 斜 視 図 で あ り 、 締 結 要 素 を 備 え て い る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ の 形 状 部 分 の 斜 視 図 で あ り 、 締 結 要 素 が 無 い 。
【 図 １ ９ 】 締 結 要 素 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 修 正 さ れ た 締 結 要 素 を 備 え た 形 状 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 ２ つ の 締 結 要 素 を 備 え た 修 正 さ れ た 形 状 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 修 正 さ れ た 締 結 要 素 を 備 え た 図 ２ １ の 形 状 部 分 の 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 修 正 さ れ た 締 結 要 素 を 備 え た 図 ２ １ の 形 状 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
特 に 家 具 又 は 家 電 製 品 の た め の 引 出 し １ は 底 部 ２ を 含 み 、 該 底 部 か ら 後 壁 ３ が 後 側 に 突 出  
し 、 こ れ は 両 側 で ２ つ の サ イ ド フ レ ー ム １ ０ に 接 続 さ れ る 。 サ イ ド フ レ ー ム １ ０ は 、 後 壁  
３ を 引 出 し １ の 前 面 を 覆 う 図 示 し な い パ ネ ル 状 の 前 面 パ ネ ル に 連 結 す る 。 前 面 パ ネ ル は サ  
イ ド フ レ ー ム １ ０ か ら 突 出 す る ピ ン ２ ３ に 固 定 さ れ て お り 、 該 ピ ン ２ ３ は 前 面 パ ネ ル の 対  
応 す る 開 口 部 に 挿 入 さ れ 、 任 意 に 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
サ イ ド フ レ ー ム １ ０ の 構 成 は 図 ２ に 詳 細 に 示 さ れ 、 反 対 側 の サ イ ド フ レ ー ム １ ０ は 鏡 面 反  
転 し て お り 、 同 じ 構 造 を 有 す る 。 各 サ イ ド フ レ ー ム １ ０ は 、 ２ 枚 の 金 属 シ ー ト １ １ 及 び １  
２ か ら な る ケ ー シ ン グ を 含 み 、 該 ２ 枚 の 金 属 シ ー ト は コ ア ２ ０ に よ っ て 充 填 さ れ る 内 部 キ  
ャ ビ テ ィ を 囲 む 。 コ ア ２ ０ は 、 形 状 に 適 合 す る 方 法 で 一 緒 に 保 持 さ れ て い る い く つ か の 成  
形 部 品 ２ １ 、 ２ ４ 及 び ３ ０ か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ の 成 形 部 品 ２ １ は 、 前 面 パ ネ ル を 固 定 す る た め の も の で あ り 、 一 方 の 端 面 に ２ 本 の 突  
出 ピ ン ２ ３ を 備 え て い る 。 成 形 部 品 ２ １ は 、 本 質 的 に 板 状 で あ り 、 底 部 ２ を 支 持 す る た め  
の 内 側 に 突 出 す る ウ ェ ブ ２ ２ を 有 す る 。 ピ ン ２ ３ と は 反 対 側 に は 溝 ２ ７ が 形 成 さ れ て お り  
、 溝 ２ ７ に は 隣 接 す る 成 形 部 品 ２ ４ の ウ ェ ブ 状 の ば ね ２ ６ が 係 合 す る 。 成 形 部 品 ２ ４ は ま  
た 、 底 部 ２ を 支 持 す る た め の 内 向 き ウ ェ ブ ２ ５ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
別 の 形 状 の 部 品 ３ ０ が 後 側 に 設 け ら れ 、 こ れ は 角 の あ る 形 状 で あ り 、 後 壁 ３ の 平 面 と 平 行  
に 整 列 し た ウ ェ ブ ３ １ を 有 す る 。 ウ ェ ブ ３ １ は 後 壁 ３ を 取 り 囲 み 、 例 え ば 、 ね じ を 介 し て  
後 壁 ３ に 接 続 さ れ 得 る 。 成 形 部 品 ３ ０ は 、 隣 接 す る 部 品 ２ ４ と 整 列 し て い る さ ら な る 部 分  
を 有 す る 。 前 側 形 状 の 部 品 ２ １ と 後 側 形 状 の 部 品 ３ ０ と の 間 に は 、 サ イ ド フ レ ー ム １ ０ の  
長 さ に 応 じ て 、 同 じ 形 状 を 有 す る 、 例 え ば ２ つ か ら ８ つ の 形 状 部 品 を 有 す る 複 数 の 中 間 形  
状 の 部 品 ２ ４ が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ に お い て 、 図 ２ の サ イ ド フ レ ー ム が 正 面 図 で 示 さ れ る 。 ケ ー シ ン グ は 、  
０ ． ８ ｍ ｍ 未 満 、 特 に ０ ． ５ ｍ ｍ 未 満 、 例 え ば ０ ． ３ ｍ ｍ と ０ ． ５ ｍ ｍ の 間 の 厚 さ を 有 す  
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る 第 １ の 薄 壁 金 属 シ ー ト １ １ 及 び 第 ２ の 薄 壁 金 属 シ ー ト １ ２ を 含 む 。 金 属 シ ー ト １ ２ は 、  
Ｕ 字 形 の 上 縁 が 曲 げ ら れ る よ う に 下 向 き に 傾 斜 し た ウ ェ ブ １ ７ に 接 続 さ れ た 上 縁 １ ３ を 有  
す る 。 低 部 領 域 で は 、 そ の 他 の 箇 所 で は 板 状 の 金 属 シ ー ト １ ２ は 曲 げ 部 １ ４ を 備 え て い る  
。 金 属 シ ー ト １ １ は 大 凡 板 状 で あ り 、 上 部 に 段 部 １ ６ を 含 み 、 金 属 シ ー ト １ １ と 平 行 に 延  
び る ウ ェ ブ １ ５ が 続 く 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
サ イ ド フ レ ー ム １ ０ は 、 最 初 に コ ア ２ ０ を 組 み 立 て 、 次 に 金 属 シ ー ト １ ２ を コ ア ２ ０ に 接  
着 す る こ と に よ っ て 組 み 立 て る こ と が で き る 。 さ ら に 、 金 属 シ ー ト １ １ が ウ ェ ブ １ ７ と コ  
ア ２ ０ の 壁 と の 間 の 空 間 に 挿 入 さ れ 、 金 属 シ ー ト １ １ も コ ア ２ ０ に 接 着 さ れ る 。 こ の よ う  
に し て 形 成 さ れ た ユ ニ ッ ト は 、 後 壁 ３ 、 前 面 パ ネ ル 及 び 底 部 ２ と 組 み 合 わ さ れ て 引 出 し を  
形 成 す る こ と が で き る 。 後 壁 を 取 り 付 け る た め に 、 開 口 部 ３ ２ が ウ ェ ブ ３ １ に 切 欠 き 形 成  
さ れ 、 そ の 中 に ね じ を ね じ 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
底 部 ２ の 場 合 、 溝 状 の 受 け 部 ２ ８ が 成 形 部 品 ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ 上 の ウ ェ ブ ２ ２ に 隣 接 し て  
形 成 さ れ 、 底 部 ２ の 側 縁 を 挿 入 す る こ と が で き る の で 、 底 部 ２ の 側 縁 も 持 ち 上 ら れ な い よ  
う に 固 定 さ れ る 。 図 ３ Ｂ に 特 に 見 ら れ る よ う に 、 金 属 シ ー ト １ １ 及 び １ ２ を 有 す る ケ ー シ  
ン グ は 、 コ ア ２ ０ を 完 全 に は 囲 ま な い が 、 底 部 ２ の た め の 部 分 領 域 及 び ウ ェ ブ ２ ２ の 下 の  
領 域 は 、 通 常 見 え な い の で 被 覆 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ４ は 、 成 形 部 品 ２ １ 、 ２ ４ 及 び ３ ０ か ら 成 る 複 合 コ ア を 示 す 。 成 形 部 品 ２ １ 、 ２ ４ 、 ３  
０ は 、 そ の 上 端 に 凹 部 １ ９ を 形 成 し 、 そ の 中 に 金 属 シ ー ト １ １ の 段 部 １ ６ を 有 す る 上 部 ウ  
ェ ブ １ ５ を 挿 入 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 金 属 シ ー ト １ １ も コ ア ２ ０ に 形 状 嵌 合 式 に  
取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ は 図 ２ に 近 似 し て 構 成 さ れ た サ イ ド フ レ ー ム の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 し か し 、 成 形 部  
品 ２ １ 、 ２ ４ 及 び ３ ０ は 、 補 強 要 素 ４ ０ 及 び ４ １ の た め の １ つ 又 は 複 数 の 通 路 を 有 す る 。  
例 え ば 鋼 板 又 は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク で 作 ら れ た 第 １ の 帯 状 又 は ス ト リ ッ プ 状 の 補 強 要 素 ４ ０  
は 、 中 央 形 状 部 品 ２ ４ を 貫 通 し 、 各 端 部 に 突 起 ４ ２ 又 は ピ ン 又 は ボ ル ト が 挿 入 さ れ た 凹 部  
を 有 す る 。 突 起 ４ ２ 又 は ピ ン 又 は ボ ル ト は 、 前 側 の 成 形 部 品 ２ １ の 開 口 部 ４ ３ 及 び 後 側 の  
成 形 部 品 ３ ０ の 開 口 部 ３ ３ に 挿 入 可 能 で あ る 。 帯 状 の 補 強 要 素 ４ ０ は 、 張 力 下 で の コ ア の  
横 方 向 安 定 性 及 び 耐 荷 力 を 増 大 さ せ る た め に 使 用 さ れ 得 る 。 さ ら に 、 棒 状 の 補 強 要 素 ４ １  
が 、 例 え ば 開 口 部 ２ ９ 内 に 接 着 さ れ て い る 下 部 領 域 内 の 成 形 部 品 ２ １ 、 ２ ４ 、 及 び ３ ０ 内  
の 開 口 部 ２ ９ を 通 過 す る 。 補 強 要 素 ４ １ 用 の 他 の 機 械 的 な 固 定 具 も 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ６ は 、 相 互 接 続 さ れ た 成 形 部 品 ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ の 安 定 化 に 寄 与 す る 補 強 要 素 ４ ０ 、 ４  
１ を 有 す る 複 合 コ ア ２ ０ を 示 す 。 他 の 全 て の 点 に お い て 、 こ の 実 施 形 態 は 第 １ の 実 施 形 態  
と 同 じ よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ７ Ａ か ら 図 ７ Ｆ は 、 コ ア ２ ０ の ケ ー シ ン グ の た め の 異 な る 変 形 例 を 示 し 、 図 ２ 又 は 図 ５  
に 示 す よ う に 、 概 略 的 に 示 さ れ 構 成 さ れ て い る に 過 ぎ な い 。
図 ７ Ａ は 、 コ ア ２ ０ に 接 着 さ れ た 板 状 の 金 属 シ ー ト １ １ ’ と 、 上 部 領 域 で Ｕ 字 形 に 曲 げ ら れ  
、 さ ら に コ ア ２ ０ に 接 着 さ れ た 第 ２ の 金 属 シ ー ト １ ２ ' と を 示 す 。 金 属 シ ー ト に つ い て は 段  
部 １ ６ を 省 略 し 、 金 属 シ ー ト に つ い て は 曲 げ 部 １ ４ を 省 略 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ７ Ｂ に 示 す 実 施 形 態 に お い て 、 ケ ー シ ン グ は ３ つ の 部 分 、 即 ち ２ つ の 板 状 の 金 属 シ ー ト  
５ ０ 及 び ５ １ か ら な り 、 そ の 上 部 は Ｕ 字 形 の プ ロ フ ィ ー ル ５ ２ に よ っ て 覆 わ れ て お り 、 プ  
ロ フ ィ ー ル ５ ２ の ２ つ の 脚 部 は 金 属 シ ー ト ５ ０ 及 び ５ ０ の 外 壁 と 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ７ Ｃ は 、 底 部 ２ が 通 過 す る た め の 凹 部 を 除 い て 、 コ ア に 従 っ て 曲 げ ら れ る 一 体 的 な ケ ー  
シ ン グ ５ ５ に よ っ て コ ア ２ ０ が 覆 わ れ る 変 形 例 を 示 す 。
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図 ７ Ｄ に お い て 、 ケ ー シ ン グ は 、 内 側 及 び 外 側 が 板 状 で 上 部 領 域 が Ｕ 字 形 に 曲 げ ら れ た ２  
つ の 金 属 シ ー ト ６ ０ 及 び ６ １ に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 コ ア ２ ０ の 溝 状 受 け 部 が 脚 部 の 接  
続 領 域 に 係 合 し て い る 。 こ れ に よ り 、 特 に コ ア ２ ０ に 係 合 す る 脚 部 も ま た コ ア ２ ０ に 接 着  
さ れ て い る 場 合 、 ケ ー シ ン グ と コ ア ２ ０ か ら な る ユ ニ ッ ト の 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ７ Ｅ に 示 す 実 施 形 態 に お い て 、 ケ ー シ ン グ ７ ０ も ま た 図 ７ Ｃ と 同 様 に 一 体 に 形 成 さ れ て  
い る が 、 引 き 出 し の 上 方 に は 底 部 ２ の 上 に 載 っ て い る 屈 曲 部 ７ １ が あ り 、 底 部 ２ の 頂 部 と  
ケ ー シ ン グ と の 間 に 隙 間 は 見 え な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ７ Ｆ は 、 コ ア ２ ０ を 囲 む 傾 斜 し た 金 属 シ ー ト で 作 ら れ た 内 壁 ８ ０ 及 び 外 壁 ８ １ を 有 す る  
ケ ー シ ン グ の 例 を 示 す 。 内 壁 ８ ０ 及 び 外 壁 ８ １ を コ ア ２ ０ に 固 定 す る た め に 、 係 止 要 素 ８  
３ 、 特 に 係 止 ヘ ッ ド を 有 す る ピ ン を 使 用 し て コ ア ２ ０ の 受 け 部 に 挿 入 す る こ と が で き る 差  
込 部 ８ ２ が 提 供 さ れ る 。 差 込 部 ８ ２ は 、 内 壁 ８ ２ と 外 壁 ８ １ と を 溶 接 に よ り 固 定 す る た め  
に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 目 的 の た め に 、 内 壁 ８ ０ 及 び 外 壁 ８ １ は 、 コ ア ２ ０ 上 の 受  
け 部 内 の 端 部 と 少 な く と も 部 分 的 に 係 合 し 、 差 込 部 ８ ２ に よ っ て 形 状 嵌 合 又 は 力 固 定 方 式  
で 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
示 さ れ た 実 施 例 は 必 要 に 応 じ て 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 コ ア ２ ０ は 、 １ つ の  
み の 補 強 要 素 ４ ０ 又 は ４ １ 、 又 は 示 さ れ た 補 強 要 素 ４ ０ 及 び ４ １ よ り 多 く の 補 強 要 素 ４ ０  
又 は ４ １ を 有 す る こ と が で き る 。 補 強 要 素 は 成 形 部 品 を 貫 通 し て 延 び る 必 要 は な い が 、 例  
え ば 接 着 に よ っ て 成 形 部 品 の 表 面 に 固 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
成 形 部 品 ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ は 、 さ ね 継 ぎ 結 合 ( t o n g u e - a n d  g r o o v e  c o n n e c t i o n ) に よ っ て  
確 実 に 一 緒 に 保 持 さ れ て い る 。 勿 論 、 他 の 形 状 嵌 合 接 続 、 例 え ば 蟻 継 接 続 、 フ ッ ク 接 続 又  
は 他 の プ ラ グ イ ン 又 は ピ ボ ッ ト 接 続 を 提 供 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
成 形 部 品 ２ １ 、 ２ ４ 、 ３ ０ は 射 出 成 形 法 に よ り プ ラ ス チ ッ ク で 作 ら れ る 。 サ イ ド フ レ ー ム  
の 長 さ に 応 じ て 、 よ り 多 い 又 は よ り 少 な い 中 サ イ ズ の 成 形 部 品 ２ ４ を 成 形 部 品 ２ １ と 後 側  
の 成 形 部 品 ３ ０ と の 間 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ８ Ａ 乃 至 図 ８ Ｃ は 、 前 側 の 成 形 部 品 ９ ０ 、 中 間 の 成 形 部 品 ９ １ 、 及 び 後 側 の 成 形 部 品 ９  
２ を 有 す る サ イ ド フ レ ー ム １ ０ ' の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 中 間 の 成 形 部 品 ９ １ は 、 成 形 部 品  
９ ０ 、 ９ ２ よ り も サ イ ド フ レ ー ム の 上 下 方 向 の 高 さ が 低 い 。 ガ ラ ス 又 は 他 の 光 学 的 に 目 立  
つ 材 料 で 作 ら れ た 壁 要 素 は 、 中 間 の 成 形 部 品 上 に 置 か れ そ し て 外 側 か ら 見 え る よ う に 留 ま  
る 。 こ の 目 的 か ら 、 内 側 ケ ー シ ン グ は 、 前 部 ウ ェ ブ ９ ３ と 後 部 ウ ェ ブ ９ ５ と を 含 む サ イ ド  
フ レ ー ム の 内 側 に 設 け ら れ 、 両 ウ ェ ブ の 間 に ガ ラ ス 壁 要 素 が 見 え る よ う に な っ て い る 凹 部  
９ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 前 側 の 成 形 部 品 ９ ０ と 後 側 の 成 形 部 品 ９ ２ と は 、 引 出 し 用 の 底 部  
を 収 容 す る た め の 溝 を 有 す る 中 間 の 成 形 部 品 ９ １ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 ウ ェ ブ ９ ３ は  
前 側 の 成 形 部 品 ９ ０ を 覆 い 、 そ の 上 か ら フ レ ー ム の 長 手 方 向 に 突 出 し て 、 ガ ラ ス 壁 要 素 は  
、 ウ ェ ブ ９ ３ 及 び 後 部 ウ ェ ブ ９ ５ に よ っ て 部 分 的 に 覆 わ れ て お り 、 し た が っ て 壁 要 素 １ １  
２ は 、 サ イ ド フ レ ー ム の 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 保 持 さ れ て い る 。 同 様 に 、 外 側 ケ ー  
シ ン グ １ ０ ０ が ２ つ の ウ ェ ブ １ ０ ３ 、 １ ０ ４ を 備 え て フ レ ー ム の 外 側 に 設 け ら れ て お り 、  
こ れ ら ２ つ の ウ ェ ブ １ ０ ３ 、 １ ０ ４ も 任 意 選 択 的 に ウ ェ ブ ９ ３ 、 ９ ５ に 接 続 さ れ 、 Ｕ 字 形  
の 縁 部 １ ０ １ は 成 形 部 品 ９ ０ の 上 側 に 係 合 す る 前 面 ウ ェ ブ １ ０ ３ に 一 体 形 成 さ れ て い る 。  
更 に 、 壁 要 素 １ １ ２ の 端 部 は 、 壁 要 素 ９ １ が ケ ー シ ン グ に よ っ て 保 持 さ れ る よ う に 重 ね 合  
わ さ れ る 。 前 側 の 成 形 部 品 ９ ０ 及 び 後 側 の 成 形 部 品 ９ ２ は 、 ガ ラ ス 壁 要 素 と 同 一 平 面 内 に  
配 置 さ れ て お り 、 内 側 及 び 外 側 ケ ー シ ン グ の 方 向 に ほ ぼ 平 坦 な 接 触 面 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
成 形 部 品 ９ ０ 、 ９ ２ 上 に て 、 溝 ９ ６ が 上 側 に 形 成 さ れ 、 該 溝 は 例 え ば カ バ ― ス ト リ ッ プ 又  
は 頂 部 フ レ ー ム で あ る 更 な る 要 素 の 組 み 立 て に 用 い ら れ る 。 し か し な が ら 、 図 ８ 及 び 図 ９  
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の 実 施 形 態 で は 、 溝 ９ ６ は 塞 が れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ９ Ａ 及 び 図 ９ Ｂ に 示 す よ う に 、 成 形 部 品 ９ ０ は 、 内 側 ケ ー シ ン グ が ウ ェ ブ ９ ３ と 嵌 合 し  
、 外 側 ケ ー シ ン グ １ ０ ０ が Ｕ 字 形 の 縁 部 １ ０ １ と 嵌 合 す る 前 に 組 み 立 て る た め に 設 け ら れ  
る 。 段 状 縁 部 ９ ８ が ウ ェ ブ ９ ３ 上 に 形 成 さ れ 、 こ れ は 成 形 部 品 ９ ０ 上 の 対 応 す る 受 け 部 ９  
７ に 係 合 し 、 そ れ に よ り ウ ェ ブ ９ ３ を 有 す る 内 側 ケ ー シ ン グ が 成 形 部 品 ９ ０ 上 に 形 状 嵌 合  
式 に 保 持 さ れ る 。 段 状 縁 部 ９ ８ は 、 次 い で 、 外 側 ケ ー シ ン グ １ ０ ０ の Ｕ 字 形 の 縁 部 １ ０ １  
に よ っ て 覆 わ れ 、 ケ ー シ ン グ は 任 意 選 択 的 に 互 い に 接 着 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 １ ０ Ａ 及 び 図 １ ０ Ｂ は 、 サ イ ド フ レ ー ム の 修 正 さ れ た 実 施 形 態 を 示 し 、 上 記 で 説 明 し た  
如 く 、 内 側 ケ ー シ ン グ ９ ３ ' は 凹 部 ９ ４ を 有 さ ず 、 幾 つ か の 成 形 部 品 ９ ０ が 内 部 に 設 け ら れ  
て い る 。 外 側 に て 、 外 側 ケ ー シ ン グ １ ０ ０ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 外 側 ケ ー シ ン グ １ ０ ０  
は Ｕ 字 形 の 縁 部 １ ０ １ に て 、 上 側 で 成 形 部 品 ９ ０ の 周 り に 係 合 し て い る 。 成 形 部 品 ９ ０ に  
て 、 光 ガ イ ド １ ０ ５ が 挿 入 さ れ る 溝 ９ ６ が あ る 。 例 え ば サ イ ド フ レ ー ム 、 後 壁 又 は 前 面 パ  
ネ ル に 配 置 さ れ た Ｌ Ｅ Ｄ を 介 し て 、 光 が 光 ガ イ ド １ ０ ５ 内 に 放 射 さ れ る 。 Ｕ 字 形 の 縁 部 １  
０ １ に て 、 幾 つ か の 開 口 部 １ ０ ２ は 凹 ん で い る の で 、 光 は 開 口 部 １ ０ ２ を 通 っ て 光 ガ イ ド  
１ ０ ５ を 介 し て 放 射 さ れ る こ と が で き 、 光 学 的 に 魅 力 的 な 効 果 を も た ら す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 １ １ Ａ 及 び 図 １ １ Ｂ は 、 図 １ ０ か ら 修 正 さ れ た 実 施 形 態 を 示 し 、 プ ラ グ イ ン 部 １ １ ０ が  
嵌 合 具 ９ ０ の 溝 ９ ６ に 挿 入 さ れ 、 そ の 上 側 に 光 ガ イ ド １ ０ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 棒 状 の 光  
ガ イ ド １ ０ ５ は 、 設 置 後 に 外 側 か ら 見 え る ま ま 残 り 、 光 ガ イ ド １ ０ ５ の 一 端 に 放 射 さ れ る  
光 を 分 配 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 内 側 ケ ー シ ン グ ９ ３ ' は 光 ガ イ ド １ ０ ５ の 真 下  
ま で 延 び て お り 、 外 側 ケ ー シ ン グ も 光 ガ イ ド １ ０ ５ を 覆 っ て い な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
図 １ ２ Ａ 及 び 図 １ ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 内 側 ケ ー シ ン グ ９ ３ ' は 頂 部 に 湾 曲 し た 縁 部 ９ ８ ' を  
有 し 、 外 側 ケ ー シ ン グ は 成 形 部 品 の 頂 部 と プ ラ グ イ ン 部 １ １ ０ の 厚 い 頭 部 と の 間 に 挿 入 さ  
れ た 湾 曲 し た 縁 部 １ ０ １ を 有 す る こ と が で き る 。 ケ ー シ ン グ ９ ３ ' 及 び １ ０ ０ ' は 、 プ ラ グ  
イ ン 部 １ １ ０ に よ っ て 定 位 置 に 保 持 さ れ 得 る 。 プ ラ グ イ ン 部 １ １ ０ は 厚 く な っ た 足 部 １ １  
１ を 有 し 、 こ れ は 対 応 す る 溝 ９ ６ の 拡 大 部 に 挿 入 さ れ る 。 光 ガ イ ド １ ０ ５ は 、 プ ラ グ イ ン  
部 １ １ ０ の 上 側 に 固 定 さ れ て お り 、 特 に 接 着 又 は ク ラ ン プ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ ３ Ａ 及 び 図 １ ３ Ｂ は 、 サ イ ド フ レ ー ム 用 の 修 正 さ れ た プ ラ ス チ ッ ク 製 の 成 形 部 品 を 示  
し 、 金 属 製 の ケ ー シ ン グ が 除 去 さ れ て い る 。 サ イ ド フ レ ー ム は 、 引 出 し の 底 部 を 収 容 す る  
溝 １ ２ １ を 備 え た 少 な く と も １ つ の 成 形 部 品 １ ２ ０ を 備 え て い る 。 成 形 部 品 １ ２ ０ は サ イ  
ド フ レ ー ム の 全 長 に 亘 っ て 延 び て い る の が 好 ま し い 。 サ イ ド フ レ ー ム の 長 手 方 向 の 一 方 の  
端 面 に 溝 １ ２ ３ を 有 す る 壁 要 素 １ ２ ２ が 溝 の 上 方 に 設 け ら れ 、 該 溝 に 隣 接 す る 成 形 部 品 １  
２ ０ の 突 出 し た 舌 状 部 １ ２ ４ が 挿 入 さ れ 得 る 。 こ れ は 、 幾 つ か の 成 形 部 品 １ ２ ０ を サ イ ド  
フ レ ー ム の 全 長 に わ た っ て 互 い に 挿 入 す る こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
金 属 ブ ラ ケ ッ ト １ ２ ７ を 固 定 す る た め に 、 溝 １ ２ １ の 底 部 に 開 口 １ ２ ５ が 付 与 さ れ て い る  
。 金 属 ブ ラ ケ ッ ト １ ２ ７ は 、 開 口 部 １ ２ ５ 内 の 取 付 け 位 置 に 配 置 さ れ た 取 付 け 穴 １ ２ ９ を  
有 す る 垂 直 脚 部 １ ２ ８ を 含 む 。 溝 １ ２ １ の 下 側 水 平 脚 部 １ ３ １ に は 、 金 属 ブ ラ ケ ッ ト １ ２  
７ の 第 ２ 脚 部 １ ３ ０ が 挿 入 さ れ る 受 け 部 が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ の 脚 部 １ ３ ０ に は 、 上 方  
に 突 出 す る 歯 を 有 す る 爪 １ ３ ３ が あ り 、 該 爪 １ ３ ３ は 取 付 け 開 口 部 １ ３ ４ を 有 す る ２ つ の  
ウ ェ ブ に よ っ て 囲 ま れ て い る 。 引 出 し の 底 部 を 固 定 す べ く 、 端 部 に お い て 底 部 は 溝 内 に 押  
さ れ 、 力 を ロ ッ ク す る 方 法 で 固 定 さ れ 、 爪 １ ３ ３ は 、 底 部 の 下 側 で 爪 自 体 を 底 部 に 埋 め 込  
む 。 爪 １ ３ ３ 上 の 締 め 付 け 力 は 、 水 平 脚 部 １ ３ １ 上 に 分 配 さ れ 、 水 平 脚 部 １ ３ １ は 両 端 で  
下 方 に 突 出 す る ウ ェ ブ １ ２ ６ に よ っ て 支 持 さ れ 得 る 。 第 ２ の 脚 部 １ ３ ０ の 上 面 と 水 平 脚 部  
１ ３ １ の 上 面 と は 、 床 を 支 持 す る よ う に 大 凡 同 一 平 面 上 に 位 置 合 わ せ さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 、 引 出 し １ 用 の 修 正 さ れ た サ イ ド フ レ ー ム １ ０ ’ を 示 す 。 サ イ ド フ レ ー  
ム １ ０ ' は 、 ２ つ の 曲 が っ た 金 属 シ ー ト １ １ ' 及 び １ ２ ' か ら 作 ら れ 、 １ 以 上 の 中 間 の 成 形 部  
品 ２ ０ １ を 備 え る 内 側 コ ア を 囲 む ケ ー シ ン グ と 、 前 面 パ ネ ル に 対 向 す る 端 部 に お け る 成 形  
部 品 ２ ０ ２ 、 後 壁 に 対 向 す る 端 部 に お け る 成 形 部 品 ２ ２ ０ を 備 え る 。 中 間 の 成 形 部 品 ２ ０  
１ は 、 射 出 成 形 プ ロ セ ス に よ っ て プ ラ ス チ ッ ク か ら 製 造 す る こ と が で き 、 成 形 部 品 ２ ０ １  
の 体 積 に 関 し て ほ と ん ど 材 料 が 必 要 と さ れ な い よ う に 格 子 構 造 を 有 す る 。 引 出 し の 底 部 の  
縁 部 を 挿 入 す る た め の 溝 ２ ０ ９ が 成 形 部 品 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ 及 び ２ ２ ０ 上 の 金 属 シ ー ト １ ２ '  
の 下 に 形 成 さ れ て い る 。 成 形 部 品 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ 、 ２ ２ ０ の 上 に は 、 一 方 の 上 面 に は 、 ケ  
ー シ ン グ の ２ 枚 の 金 属 シ ー ト １ １ ' 及 び １ ２ ' を 取 り 付 け る こ と が で き る 多 数 の 上 向 き に 突  
出 す る ウ ェ ブ ２ １ ９ が あ り 、 取 付 け 具 の 種 類 は 、 先 の 実 施 形 態 の １ つ に 従 っ て 構 成 さ れ 得  
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
前 面 パ ネ ル に 対 向 し た 成 形 部 品 ２ ０ ２ は 凹 部 又 は 受 け 部 を 備 え 、 該 凹 部 又 は 受 け 部 内 に 締  
結 要 素 ２ ０ ３ が 挿 入 さ れ る 。 締 結 要 素 ２ ０ ３ は 、 少 な く と も ３ つ の 側 面 、 好 ま し く は 少 な  
く と も ４ つ の 側 面 で 成 形 部 品 ２ ０ ２ に よ っ て 囲 ま れ て い る 。 締 結 要 素 ２ ０ ３ は 、 締 結 要 素  
２ ０ ３ に 対 し て 調 整 可 能 な 調 整 要 素 ２ ０ ４ を 備 え る 。 前 面 パ ネ ル を 固 定 す る た め に 締 結 手  
段 ２ ０ ５ が 調 整 要 素 ２ ０ ４ に 設 け ら れ て お り 、 図 示 の 実 施 形 態 の 締 結 手 段 ２ ０ ５ は 、 前 面  
パ ネ ル の 対 応 す る 穴 又 は 開 口 部 に 挿 入 さ れ る ピ ン と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
更 に 、 高 さ 調 整 部 が 成 形 部 品 ２ ０ ２ に 設 け ら れ て お り 、 取 付 け 部 品 ２ ０ ７ は 成 形 部 品 ２ ０  
２ の 下 方 領 域 に 固 定 さ れ 、 取 付 け 部 品 上 に 湾 曲 ガ イ ド が 形 成 さ れ 、 そ れ は レ バ ー ２ ０ ６ と  
協 働 し 、 レ バ ー ２ ０ ６ は 回 転 運 動 中 に 底 部 に 対 す る 前 面 パ ネ ル の 位 置 を 調 整 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
前 面 パ ネ ル に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 成 形 部 品 ２ ０ ２ は 、 後 壁 に 対 向 す る 反 対 側 の サ イ ド フ レ  
ー ム に 配 置 さ れ た 成 形 部 品 と 同 じ 構 成 を 有 す る 。 同 じ サ イ ド フ レ ー ム 上 の 後 壁 に 対 向 す る  
成 形 部 品 ２ ２ ０ は 、 サ イ ド フ レ ー ム の 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 中 心 面 に 対 し て 対 称 に 鏡 映  
さ れ て い る 。 修 正 さ れ た 締 結 要 素 ２ ２ １ が 成 形 部 品 ２ ２ ０ の 凹 部 に 挿 入 さ れ 、 締 結 要 素 は  
成 形 部 品 ２ ２ ０ 上 に 形 状 嵌 合 式 に 保 持 さ れ 、 サ イ ド フ レ ー ム を 後 壁 に 固 定 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 １ ７ は 、 締 結 要 素 ２ ０ ３ を 有 す る 前 面 パ ネ ル に 隣 接 す る 成 形 部 品 ２ ０ ２ を 詳 細 に 示 す 。
締 結 要 素 ２ ０ ３ 上 に は 回 転 可 能 な 偏 心 器 ２ １ ０ が あ り 、 こ れ は 成 形 部 品 ２ ０ ２ の 壁 部 の 開  
口 部 ２ １ ４ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る （ 図 １ ８ ） 。 調 整 要 素 ２ ０ ４ の 高 さ は 、 偏 心  
器 ２ １ ０ を 使 用 し て 締 結 要 素 ２ ０ ３ に 対 し て 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の 目 的 の た め に 、  
調 節 要 素 ２ ０ ４ は 締 結 要 素 ２ ０ ３ 内 に 垂 直 方 向 の 遊 び を も っ て 収 容 さ れ て い る 。 １ つ 以 上  
の ウ ェ ブ ２ １ ２ が 案 内 の た め に 締 結 要 素 ２ ０ ３ 上 に 形 成 さ れ 、 対 応 す る 凹 部 ２ １ ３ 又 は 案  
内 受 け 部 に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
調 整 要 素 ２ ０ ４ 上 に 配 置 さ れ て い る 締 結 要 素 ２ ０ ３ 上 に は 、 横 方 向 調 整 部 ２ １ １ も 設 け ら  
れ て い る 。 横 方 向 調 整 部 ２ １ １ は 、 調 整 要 素 ２ ０ ４ の 位 置 を 水 平 な 一 方 向 に か つ サ イ ド フ  
レ ー ム の 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 一 方 向 に 変 更 す る た め に 使 用 さ れ 得 る 。 引 出 し の 底 部 の  
縁 を 収 容 す る た め に 、 成 形 部 品 ２ ０ ２ に は 溝 ２ ０ ９ も あ り 、 底 部 の 位 置 は 高 さ 調 整 に よ っ  
て 変 え る こ と が で き る 。 レ バ ー ２ ０ ６ に よ る 高 さ 調 整 は 、 眼 部 ２ ０ ８ に 回 転 可 能 に 取 り 付  
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 １ ８ は 、 締 結 要 素 ２ ０ ３ の な い 成 形 部 品 ２ ０ ２ を 示 し て お り 、 成 形 部 品 ２ ０ ２ は Ｕ 字 型  
に 包 囲 さ れ て お り 、 少 な く と も 部 分 的 に 第 ４ の 側 の 壁 部 に 接 し て い る 。
図 １ ９ は 締 結 要 素 ２ ０ ３ を 示 し 、 偏 心 器 ２ １ ０ を 見 る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 調 整 要 素  
２ ０ ４ を 締 結 要 素 ２ ０ ３ に 対 し て 高 さ を 調 整 す る こ と が で き る 。 更 に 、 横 方 向 調 整 部 ２ １  
１ を 見 る こ と が で き 、 こ れ に よ り 調 整 要 素 ２ ０ ４ を サ イ ド フ レ ー ム の 平 面 に 垂 直 な 方 向 に  
位 置 決 め す る こ と が 可 能 に な る 。 調 整 要 素 ２ ０ ４ に は 、 前 面 パ ネ ル を 固 定 す る た め の 固 定  
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手 段 ２ ０ ５ と し て ２ つ の ピ ン が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ２ ０ は 、 後 側 の 成 形 部 品 ２ ２ ０ を 示 し 、 上 端 部 に ウ ェ ブ ２ １ ９ を 有 し 、 前 側 の 成 形 部 品  
２ ０ ２ と 同 様 に 設 計 さ れ て 後 方 に の み 開 口 し て い る 受 け 部 又 は 凹 部 を 有 す る 。 締 結 要 素 ２  
２ １ が 成 形 部 品 と し て 受 け 部 に 挿 入 さ れ 、 成 形 部 品 は 形 状 嵌 合 す る 方 法 で か つ 不 動 に 成 形  
部 品 ２ ２ ０ に 保 持 さ れ る 。 ２ つ の ピ ン ２ ２ ２ が 締 結 要 素 ２ ２ １ 上 に 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 そ  
れ は 後 壁 を 固 定 す る の に 役 立 つ 。 成 形 部 品 ２ ２ ０ は ま た 、 床 の 縁 部 を 収 容 す る た め の 溝 と  
、 高 さ 調 整 を 取 り 付 け る た め の 眼 部 ２ ０ ８ と を 含 む 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ２ １ は 、 上 述 の 成 形 部 品 ２ ０ ２ 及 び ２ ２ ０ よ り も 高 さ が 高 く 設 計 さ れ て い る 修 正 さ れ た  
成 形 部 品 ２ ３ ０ を 示 す 。 成 形 部 品 ２ ３ ０ に は ２ つ の 受 け 部 又 は 凹 部 が 形 成 さ れ て お り 、 そ  
の 各 々 に 締 結 要 素 ２ ０ ３ が 挿 入 さ れ て い る 。 ２ つ の 締 結 要 素 ２ ０ ３ は 上 下 に 配 置 さ れ て 、  
成 形 部 品 ２ ３ ０ を 高 い サ イ ド フ レ ー ム に 使 用 す る こ と が で き る 。 更 に 調 整 要 素 ２ ０ ４ を 内  
部 に 調 整 可 能 に 保 持 し た 締 結 要 素 ２ ０ ３ の 構 成 は 、 以 前 の 実 施 形 態 の 例 と 同 じ で あ る 。 成  
形 部 品 ２ ３ ０ の 下 部 に は 、 取 付 部 ２ ０ ７ と レ バ ー ２ ０ ６ と を 備 え た 高 さ 調 整 部 が 示 さ れ て  
お り 、 高 さ 調 整 部 は 成 形 部 品 ２ ３ ０ に 対 し て 底 部 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ２ ２ で は 、 成 形 部 品 ２ ３ ０ は 、 締 結 要 素 ２ ０ ３ で は 充 填 さ れ ず 、 成 形 部 品 ２ ３ ０ に 形 状  
嵌 合 す る よ う に 固 定 さ れ て い る 修 正 さ れ た 締 結 要 素 ２ ２ １ で 充 填 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、  
２ つ の 締 結 要 素 ２ ２ １ が 互 い の 上 に 設 け ら れ 、 そ の 上 に 傾 斜 ウ ェ ブ ２ ２ ４ が 保 持 さ れ 、 傾  
斜 ウ ェ ブ ２ ２ ４ は 後 壁 を 取 り 付 け る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ２ ３ は 、 ２ つ の 修 正 さ れ た 締 結 要 素 ２ ２ １ ’ を 有 す る 成 形 部 品 ２ ３ ０ を 示 し 、 そ こ で は 後  
壁 を 固 定 す る た め に 係 止 要 素 ２ ２ ２ ' が ピ ン ２ ０ ５ 又 は 傾 斜 ウ ェ ブ ２ ２ ４ の 代 わ り に 設 け ら  
れ る 。 係 止 要 素 ２ ２ ２ ' は 、 例 え ば 、 後 壁 を 所 定 の 位 置 に 係 止 す る た め に 後 壁 の 開 口 部 に 挿  
入 す る こ と が で き る 。
図 ２ １ 乃 至 図 ２ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 異 な る 締 結 手 段 ２ ０ ３ 、 ２ ２ １ 又 は ２ ２ １ ' を 使 用 す  
る こ と に よ っ て 、 同 一 の 成 形 部 品 ２ ３ ０ を 使 用 し て 異 な る 後 部 パ ネ ル を 取 り 付 け る こ と が  
で き る 。 前 面 パ ネ ル を 固 定 す る た め に 前 面 側 に も 同 様 の 変 形 例 が 可 能 で あ る こ と は 明 ら か  
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
１         引 出 し
２         底 部
３         後 壁
１ ０ 、 １ ０ ’       サ イ ド フ レ ー ム
１ １ 、 １ １ ’       金 属 シ ー ト
１ ２ 、 １ ２ ’       金 属 シ ー ト
１ ３       縁 部
１ ４       曲 げ 部
１ ５       ウ ェ ブ
１ ６       段 部
１ ７       ウ ェ ブ
１ ９       凹 部
２ ０       コ ア
２ １       成 形 部 品
２ ２       ウ ェ ブ
２ ３       ピ ン
２ ４       成 形 部 品
２ ５       ウ ェ ブ
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２ ６       ば ね
２ ７       溝
２ ８       受 け 部
２ ９       開 口 部
３ ０       成 形 部 品
３ １       ウ ェ ブ
３ ２       開 口 部
３ ３       開 口 部
４ ０       補 強 要 素
４ １       補 強 要 素
４ ２       突 起
４ ３       開 口 部
５ ０       金 属 シ ー ト
５ １       金 属 シ ー ト
５ ２       プ ロ フ ィ ー ル
５ ５       ケ ー シ ン グ
６ ０       金 属 シ ー ト
６ １       金 属 シ ー ト
７ ０       ケ ー シ ン グ
７ １       曲 げ 部
８ ０       内 壁
８ １       外 壁
８ ２       プ ラ グ イ ン 部
８ ３       係 止 要 素
９ ０       成 形 部 品
９ １       成 形 部 品
９ ２       成 形 部 品
９ ３       ケ ー シ ン グ
９ ４       凹 部
９ ５       ケ ー シ ン グ
９ ６       溝
９ ７       受 け 部
９ ８ 、 ９ ８ ’    縁 部
９ ９       ウ ェ ブ
１ ０ ０     ケ ー シ ン グ
１ ０ １     縁 部
１ ０ ２     開 口 部
１ ０ ３     ウ ェ ブ
１ ０ ４     ウ ェ ブ
１ ０ ５     光 ガ イ ド
１ １ ０     プ ラ グ イ ン 部
１ １ １     足 部
１ １ ２     壁 要 素
１ ２ ０     成 形 部 品
１ ２ １     溝
１ ２ ２     壁 要 素
１ ２ ３     溝
１ ２ ４     ば ね
１ ２ ５     開 口 部
１ ２ ６     ウ ェ ブ
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１ ２ ７     金 属 ブ ラ ケ ッ ト
１ ２ ８     垂 直 脚 部
１ ２ ９     取 付 け 穴
１ ３ ０     ウ ェ ブ
１ ３ １     水 平 脚 部
１ ３ ３     爪
２ ０ １     成 形 部 品
２ ０ ２     成 形 部 品
２ ０ ３     締 結 要 素
２ ０ ４     調 整 要 素
２ ０ ５     締 結 手 段
２ ０ ６     レ バ ー
２ ０ ７     取 付 け 部
２ ０ ８     眼 部
２ ０ ９     溝
２ １ ０     偏 心 器
２ １ １     側 方 調 整 具
２ １ ２     ウ ェ ブ
２ １ ３     凹 部
２ １ ４     開 口 部
２ １ ９     ウ ェ ブ
２ ２ ０     成 形 部 品
２ ２ １ 、 ２ ２ １ ’   締 結 要 素
２ ２ ２     ピ ン
２ ２ ２ ’   係 止 要 素
２ ２ ４     ウ ェ ブ
２ ３ ０     成 形 部 品
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】 【 図 ７ Ｃ 】
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【 図 ７ Ｄ 】 【 図 ７ Ｅ 】

【 図 ７ Ｆ 】 【 図 ８ Ａ 】
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【 図 ８ Ｂ 】 【 図 ８ Ｃ 】

【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】
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【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ １ Ａ 】 【 図 １ １ Ｂ 】
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【 図 １ ２ Ａ 】 【 図 １ ２ Ｂ 】

【 図 １ ３ Ａ 】 【 図 １ ３ Ｂ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】



10

JP 7044779 B2 2022.3.30(22)

フロントページの続き

(33)優先権主張国・地域又は機関　
ドイツ(DE)

ドイツ連邦共和国  ３２２５７  ビュンデ  トゥルナーシュトラッセ  ６９
(72)発明者　 スズラプカ，  ティモ

ドイツ連邦共和国  ３３６５９  ビーレフェルト  エリカヴェグ  ４アー
審査官　 神尾  寧

(56)参考文献 特開平１０－２６２７５８（ＪＰ，Ａ）
実公昭４９－０１６４８３（ＪＰ，Ｙ１）
特表２０１０－５０２３３０（ＪＰ，Ａ）
米国特許第０３７９１００２（ＵＳ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ４７Ｂ    ８８／９０
Ａ４７Ｂ    ８８／９１９
Ｆ１６Ｂ      ５／０７
Ｆ１６Ｂ    １２／１２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

